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世界遺産 白川 郷 の デジタル ・ア
ー カ イ ブ化に必 要なメ タ情報

　　　　　　　　〜 メ タ情報 の 構成 と映像資料 〜
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〈 概要 〉 世界遺産 として の 白川郷は、これ まで多くの 資料 が収集 、撮影、記録が進められ、特に

映像の他 に 、 GPS （位置 、 高度、時刻）、気温を始め多様なメ タデータ の 利用が可能にな っ て きた。

そ こ で 、 文化 の 伝承 、 文化活動 、 さらに伝統文化の 教育で の利用 として 、これ らの情報を どの よ

うなメタデー
タ構成で管理 す べ きか 、検討 して結果 を報告する。

〈 ee−一ワー ド〉伝統文化、地域資料、世界文化遺産、デジ タル
・
ア
ー

カ イブ

1 ．は じ め に

　岐阜県大 野郡 白川村 の 合掌造 り集 落は 1995

年に世界遺産に登録 され 、 現在観光客の 増加 と

ともに外 国か らの 注 目も高ま っ てきて い る 。
こ

れ ま で に多 くの 人 に よ っ て 白川郷の 研究 ・調

査 ・資料収集が され、その デジ タル ・ア ーカ イ

ブ化 が進め られ て きた。 しか し、文化 の 伝 承、

文化活動 と し て 利用す る こ とを考え る と撮影

状況の記録 が不十分なもの が多い と思われ る。

今後、文化財 の デジ タル ・ア
ー

カイ ブが文化 の

伝承 と教育・観光等に活用 で きるよ うにす るに

は 、どの よ うなメ タ情報が必要 か 考 え る。

　世界遺産 白川郷の ア
ー

カ イ ブ化を する に あ

た っ てカテ ゴ リ
ー

は、建築物 、自然、伝統 文化 ・

芸能、郷土 ・歴史、観光、交通 、動植 物等に分

類で きる。その 中で 建 築物、自然、伝統文化 ・

芸 能 に 焦点 をあ て て ど の よ うな メ タ デー
タ が

必 要か考え る 。

　理 由として 、 合掌造 りの 建物 に関 しては 、 す

で に 多く の 調 査、研究、撮影が され て お り、建

物 と歴 史的背景の オー
ラル ヒ ス トリーもア ー

カ イ ブ化 されて い るた め過去 の デ
ー

タが豊 富

で あ る こ と。 自然は 建築物や生活や文化 に も深

く関わ りが ある こ と。また私 は 白川村 の 伝統芸

能や祭 り・行事 ・活動等の 伝統文化を通 し て こ

の 村で続 く助け合い 精神 「結」 の 心 をア
ー

カ イ

ブ化 して い こ うと考 えて い るため、伝統芸能、

伝統文化 に も重点を置い て い く。

2 ．計 画

  撮影 済み の デー
タ、こ れ ま で の 記録 項 目を整

理す る。

  情報カ テ ゴ リー等参考に し、分類分 けす る。

  過去 の メ タデ ータ を解析 し不足 な情報を検

討す る。

  撮影方法と メ タデー
タ構成表を作成す る。

  必 要 な メ タデー
タを記 録 す るた め現地 で 撮

影、記録 を実践す る。

  A川村の 調査 ・研究、文化活動や観光、教育

に役立 て る地 域資料 とな る デ
ー

タベ ー
ス を作

成する。

  白川村の 行事 ・伝統を守り継承 し て い くた め

の 調査研 究 を進 め ア
ー

カ イブ化をす る 。

3．計画 の 実践 と考察

　現在 は過去 の デ
ー

タ を収集 し メ タデ
ー

タ の

構成 を検討 して い る段階で あ る。計画の   〜 

の 段階であ る 。
こ れ まで記録 されて い るメタデ

ー
タを見 ると、撮影 目時、撮影者 と撮影場所を

明 らか にす るた め の 撮影位置の 撮影、さ らに近

年 GPS で の 位置情報を記録 した も の があ る 。
GPS

情報は確実に撮影位置、時刻を記録する の に今

後 も欠かせ ない 。

　現時点 で 加 え る 必 要が あ る メ タデータ は 旧

地名 の 記録、気温 （温度）等 の 詳 しい 撮影環境

と環境情報 、 さ らに正 確 に大 き さ等を計 測で き

る機具を用 い て の 撮影だ と考え て い る。

　旧地名は歴史的背景、過去 の 地理 的条件等を

探る こ とがで き る文化的位置 と して重 要 な も

の とな る の で 旧地名 の 記録 も現 地 名 と併せ て

必要 とな る。今後は市町村合併等が進み 旧地名

の 記録が失われ る 可能性 があ る た め、貴重 な情

報を確実に記録 して い くこ とが重要にな る 。

　また地球 の 環 境は年 々 変化 し、地形や文化財

に与える影響 も大きい。先人も今 を生 きる人も

自然 と ともに 生活 して い る。特に 自川村で は豪
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雪 地 帯で あ る が ゆ え風 の 向きや 日照 時間、屋根

の 勾配、建物の 構造
一

つ ひ とつ に多くの 先人 の

知恵が詰ま っ て い る。 そ し て そ こ で 育まれ て き

た文化や芸能が伝承され て い る 。 それ を後世に

残 すために も環境情報が必 要である．現在 どの

よ うな環 境条件 を記録す べ きか検討中で あ る

が 天気、温度 、また風向きや 降雪量等の 詳細な

環境記録が必要で はない か と考える。そ して、

大きさ、立体感 、傾斜 、色彩、形 状が分 か るよ

うに 、もの さし、カ ラ
ーバ ー

コ
ー

ド、ス ケ
ー

ル

等を取 り入 れ て 記録 して い くこ とも必 要で あ

る と考 え る 。

4 ．デジ タ ル 記録計画表

　各カテ ゴ リーご とに適 した撮影方法 を考え 、

併せ て 必 要 と思 われ るメ タ情報 を加え以 下 の

表 （表 1）に ま とめ た 。 現在の もの は まだ不十

分 で あ る の で メ タデー
タ の構成 と管理 は 更に

検討する必要がある 。

〈撮影の 様子 〉

写 真 1 ．和 田家の 撮影 写 真 2 ．撮影者 の 撮影

　 　 　
，
　　　、／

写真 3 ．EGG レ ン ズ撮影　　写 真 4 ，オー
ラル ヒ ス ト リ

ー

写真 5 ．GPSをカ メ ラに繋げた撮影
1

4 ．課題、今後の 研究

　情報が よ り将来に役立つ も の でなければ意

味が ない 。そ の た めに様々 な情報を付け加 えて

い こ うと考え る 。
こ れ か らの 課題 とし て は 、情

報 カ テ ゴ リ
ーご とに必要なメ タデ

ー
タ が多々

考え られ増えて くる と思われ る が、そ の 中で 文

化 の 伝承 、文化活動 の 利用 とい う点で の 視点 で

活用で き るか を十分に考え な が ら、ど の よ うな

メ タデー
タ が 必 要 か 更 に検討 しなけれ ばな ら

な い
。 そ して新 しい メタ情報 を取 り入れた もの

を構成する必要が ある。

　 こ の ように構成 し た メ タ情報を取 り入れ た

資料が、今後教材開発に使用 で きた り、新 しい

観光情報 として発展 された り、何 百年後価値 の

あ る歴史的資料と して更なる研究が進む等、多

方 面 にわ た っ て 活 用 され る こ とが期待で き る

と思 われ る。

　 ま た、メタデー
タ の構成、地域資料の 作成、

ア
ー

カイ ブ化をす る に あた っ て は、まずそ の 土

地 の こ とをよ く知 る こ とが必要 となる。過去 の

デー
タ収集整理 だ けで なく、現地に足 を運 び白

川 村 の 地域住民 に話 を伺 っ た り調査 を行 い な

が ら研 究を進め て い く予定で あ る。

表 L デジタル 記録計画表

帥 【

撮彰記踝対黝
一
方向襍影 多地点撮影 全方釀 影 撮影位置等 撮彫珥境

搬彰条

樋影
M囗

巌影項目 舳画 静止画 昔声 軸陶 阯 画 謂揚 驃

　立体

ス キヤナ
ー

縛
・霞 鑓 時釧 臨 溶匪

区炉 ル

鴆 一バー壮況

その他
備　考

1 a
ム o00ooooooo 矩 枸全体の ほ子 と外観の 特徽となる部分が分かるように 多方同層影を活用し多くの視点からの画像を鼠る、建勲

恰掌劃 ・外励 oO0ooooo 特に注 目すべ き外 観の 特面は 部分掘影し．造り紀品都鱗明に財 るように田彰する，
Ω 小 oQ 00o o 全方向で撮影し，建楊の周りの環境を記録、また撮影位鼠や環境のデー9を記繰することも必要。

oo00o0oOoo
2 oOooo0oo0o

2 臼 ooo ooo0O建築鞠

恰 寧 造リ・内 覡 〕 ooO o0oooo

一
方向で毆影するだ鰹 はなく、燈眼レンズを用い室冉櫛 することで部璽の構造全体崔把壌しやす」噛

うに する、温度．混度等の壕影 騨 湘 と内観で 比稜L 生諸の工 夫芝標るg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　缶 用　　　 るじ oo o oo 工 夫されて」巧 内部構造は都分撮影する　 室内　 櫛 る

3 自猛惺 観 8 o0 oQo00
o0o o0oooo

畳観や村全体の幟子凸吩か看よう畍固や全方向で撮影する．
市町村含餅や遡 隆動により呂η燗 所の変更郁ある可能性があるため、位置  や峯彰環填を妃録Lて

6 oo0Q 0ooo0o おくこと雌 要になる、
4 過去の 画像の 検証 0o 0 0Qoo Q

通去の画像にはデ働 ヒ少亀く撮影場所等不明なものが多L  モの画像の接影堝所哺 定をし、新たに位置惰報等の

デ
ー
タの 付［伽 え、記録をする蝦 が姫 。

　　　
一
　 の　　　

『
こ か

馳
　
齟
　　　 　

一
5 行事活動 o 正 　

一
0oooo0 ooooo0

」 oooooo 0Qooo

一
運の流れ．動昨が分か愚ように、動画での咀彰甜 う。各場面の 細蹄の 様弸 止 画で 撮影すも。

括助．行事の 解脱、村人の 声等を記録するため音声を取る．
使用す看週具．衣袋等を多方向で毘影する，カラーバーコー阪 もの さしと

一
轄に懺彫 し、色や 大きさを正確に分自Lるように

G 屋根の 葺き翫 o0ooDo 0ooo0o

6 伝統芸能 a o 0 0Q0oQo

DOooo0 0oo
獅于 舞等の動きの 薗るものは、動画と静止画の 両方を用」丶 併せて 音声の 記障も行 

室丙理外で演じられる鳩合もあるため、犠況1莇 じた搬彰手法
・
記録絎 う、

使用す益道具．衣綾等を多方向で撮影する。カラ
ー
バ
ー
卦
’、ものさしと

一
績に撮影し、色や大き範 正確に兮かるように

o 春駒 o0oooo oo0oo0

7 オ
ー
ラルヒス トリ

ー oo ooo o 保停会の方、園簾者の珊 の歴史や文化に隣しい 方に爆影した動面を見ながら指摘．解説をしてい』だ く．
B Qo ooQoo カ ア バーコード　　の　巳

一
　に　　 し　　や大き　　正　に分か るようにする．
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